
 

 

  

【 準備したもの】  

・ 葉っぱ・ おままごと道具  

・ マイバック（ジップロック）  

・バケツ   

【 ①落ち葉拾い】  
・ 自分たちで作ったバックを持ち、戸外に出かけたことでワクワクしながら秋の戸外に 出発し
た子どもたち。 様々な色や形の葉っぱを見つけて 、「これは、赤色だね 」「 もっと 大きいの見つけ
たよ」 と一つひとつの違いを感じながら、拾い集めていた。  
・ 手に取って握ったり 、ちぎったり、踏んでみたり、その中で 「カシャ って音が鳴るよ ！」 と新
しい 発見をすると 、 友だちや保育士に共有する姿が見られた。  
・ 葉っぱの下や、花壇などを 覗いて「 虫さん いないね」 と夏にはいた生き物が いない事に気が付
く 。  

【 ②落ち葉で楽しもう】  
・ 保育室一面に広がる落ち葉を見て、「え！お部屋 に葉っぱがある！ 」 と不思議そうに しながら
も、 すぐに手を伸ばして 触れる姿があった。 また、落ち葉 をたくさん集めて持ち上げて 上から
落とすと、ヒラヒラ舞うことが面白いようで、 友だちにも「一緒にいっぱい 持って やろう！ 」
と声をかけて、何度も繰り返し 落ち葉を 投げている 姿があった 。  
・落ち葉を かき集めて、山のようにした ところで 寝転がり「 ベッド だよ 」 と子どもたち 発信で
見立てて、全身を 使って落ち葉を 楽しんでいた 。  
・ 普段は保育室にない葉っぱが 大量にあったことで、 「触りたくない」 と戸惑う子どももい た。
小さい バケツを 用意して 少量だけ入れて、 少し離れた所に行くと触れるようになった 。  
・葉っぱを小さく 切ったり、 ままごと 道具で焼いたり して「 焼きそばだよ！ 」「 葉っぱケーキで
す」 と見立てていた 。  

【 活動内容】  
・季節の絵本を読み、落ち葉や木の実の写真・実物を見せて子どもたち
の秋への興味を深める。  
・戸外に出て、落ち菜や木の実・枝などを探して集める。『赤くなってる
ね』踏んだら『くしゃって音がするね』など、五感で感じられるように
する。  
・落ち葉の下をめくってみたり、虫や小さな生き物がいることに気がつ
いたり、生き物との関わり方を子どもたちと一緒に考える。  
・見つけた自然物を持ち帰り、活動に繋げていく。  
→落ち葉をご飯に見立てて、おままごとをしてお店やさんごっこをする。  
 

子どもの様子  

【 振り返り】  

・公園で の落ち葉拾いでは、子どもたちが自分で作ったバックを 持って
行った ことで活動への意欲 が高まり、自ら 積極的に自然と関わろうとす
る姿が見られた 。 身近な自然の中には、色・形・音など、子どもたちの
心を動かす発見が沢山ある事を改めて、実感した。 そして自分のバック
が好きな物でいっぱいになるのを見て、達成感を感じている子どもがい
たので、“自分の”を準備して良かったと感じた。  
・ 保育室に落ち葉を持ち込んだことで、 子どもたち 一人ひとりから戸外
とは違った 感じ方や発想が生まれ、 活動の幅の広がりを感じた 。  
・ 自分のペースで じっくり観察できた事で、 以前は葉っぱに興味がなか
った子どもも 興味を持つきっかけとなり 、保育室では 触るこ とが出来て
いた。  
・ダイナミックに楽しむ 子、 じっくり 自分のペースで楽しむ 子、それぞ
れに保育士がついた事で、 子どもたちが自分に 合う環境で活動を楽しむ
こと が出来ていた。  
 

 11 ・１２ 月 ④『 自然との関わり（秋編） 』  

           ≪テーマの設定理由≫ 
・落ち葉や木の実、生き物など身近な秋の自然との出会いを通して、生命

の存在や自然の不思議さに気がついてほしいと思った為。  

・自然物を使って、活動したり製作することで、工夫する楽しさや表現す

る喜びを 感じてほしいと思った為。  

  活動内容        活動時間    活動人数 

 

①「 落ち葉拾い」       ６０分       14 人 

 

②「落ち葉で楽しも う」    ６ ０分       11人 


